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要約:Moodleは 多 くの教育機 関に採用 され実績 のある学習管理 システ ム(LearningManagementSystem)で あ

り、本学 では主に英 語教育 に用い られ ている。今年度、初年 次教 育 とキャ リアプ ランの授 業にMoodleを 試 用

し、学生 と教師の両側面 か ら利便性 と有効性 を検討 した。 また他 コー スへ の利用拡大や 、 さらに教育効果 を

高め るための課 題や方策 について検討 したので報告す る。

1.は じ め に

今 年度 、学習 管理 システム(LearningManagement

Systeln、 以 下LMSと 表記す る)を 利用 しよ うと し

た背 景は主 に、次の三点であ る。

(1)作 成教材 の個 人管理 を ・元管理 したい。

(2)新 規 教材作 成 の負荷 軽減 や完 成度 向上 の た

め、教員 相互で教材を閲覧 ・共有 したい。

(3)学 生に資料保存庫 を提 供 し、提 出資料 の一元

管理や編集活用 に活用 を促す 。

2.Moodleを 採 用 した 理 由

初 めてMoodleに 接 したのは 「四国地 区大学 教職

員 能力開発 ネ ッ トワー ク(略 称SPOD)」 のファカ

ル テ ィ ・デ ィベ ロプ メン ト(FacultyDevelopment、

以下FDと 表記 す る)研 修 であ る。そ の後、LMS

を調 査 しMoodleを 選んだ理 由を下記 に挙 げる。

(1)200ヶ 国以 上の使用 実績 があ り、 日本 国内で

は人 学や 高校 か ら広が り始 め今 では多 くの

機 関に採 用 され てい る。また四国内で も愛媛

大学、香川大学 、徳島大学、高知 大学で運用

実績 があ る。

(2)GNUGPL(GeneralPublicLicense)の 下で配

布 されてい るオープ ンソー スのLMSで 、 ソ

フ ト購入費用が無料で ある。また、バー ジ ョ

ンア ップや プ ラ グイ ンの 開発が 定常 的 に行

われてい る。

(3)市 販 され たマ ニ ュアルや イ ンターネ ッ ト上

に情報が多 くある事、また公 式サイ トで活発

な意見 交換 がな され てお り情報入 手 が容易

で ある。

現時 点で筆者 が把握 してい る機 能 と適 用 ・∫能 な

デー タ形式 は図1の よ うで数式 のサ ポー トも充分

と思われ る。
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3.Moodleの イ ン ス トー ル

今 後 の教員相 互活 用 を考慮 して人 学 のサー バー

にイ ンス トール し、試行 とい う観 点か ら当面学 内限

定利 用 と した。履修 登録 した学生 を コースに登録す

るに は入学時 にイ寸与 され るユ ーザID、 パ ス ワー ド

と し、個 人認 証はLDAPサ ーバ ーを利 用 した。(図

2参 照)

コース(1科 目に相 当す る領 域)作 成 のための ロ

グイ ン画面 を図3に(学 生の利 用時 も全 く同 じ画

図6.授 業 の 目的

面)、 履修学生 の登録画面 を図4に 示す。

図5に 今回作成 した コー スー覧 を示す。

4.事 例:初 年 次 教 育 へ の 適 用

4.1初 年 次教 育について

図5に 示 したスタデ ィスキル ズは本学 の初 年次

教育(生 徒 か ら学生 に円滑 に移 行で きるよ う1年 生

の1学 期 に配 当 され る科 目)で あ る。本 コー スは1

クラス十数名の小人数 が特色 である。

4.2コ ース作成

筆者は コース先頭 に、シラバス を参 照 して授 業 目

的 を記 し、エ クセル で作成 した授業計画(日 程 と内

容)を 添付 した。(図6参 照)

授業内容 は、一回毎にア ジェンダと使 用す るパ ワ

ー ポイ ン ト、PDFや 動画な どを添付 し、今 回は宿題

としてクイズ(図7参 照)の 設定 を試みた。

担 当ク ラスが複数 の場合 は必要 に応 じ作成 した

コー ス を基 と して 必要分 コピーす るこ とで クラス

を作成す るこ とがで きる。

4.3コ ースの利 用

Moodle利 用以前 は携 帯端末 に使用す る資料一式
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とプ ロジ ェクター を携 えて教室 に向か ったが 、現在

は どの教室 にもAV機 器 が整備 され ているので携 帯

端 末 を持 参す れ ばネ ッ トを通 じて全 て準備 した資

料 を使 用す る事が 出来 る。複数授 業を担 当 し進 み具

合 が異なって来た時は、クラス毎 に内容 の追加 ・修

正 を加 えてい くことが必要 とな る。

本 コースではMoodleを テキス トの代わ りや その

補足 と して活用 し、課題 のア ップ ロー ドや そのフ ォ

ロー機能は試 みていない。

5.事 例:キ ャ リ ア プ ラ ン2へ の 適 用

5.1キ ャ リアプラン2と は

技 術者 として社会で活 躍す るためには、 ・般教養

や専門技術 を身につ けるとともに、働 くことの意義

や社会の仕組 みについて理解 を深め、職 業観 を持 つ

ことが重要であ る。キャ リアプラン2と い う科 目で

は 自己分析 の結果や業界 ・業種 な どの研 究結果 を踏

ま え、よ り実践 的な就職活動 の手段や方 法を習得 し、

望ま しい就職 の実現 に結びつ ける ことを 目的 とし

てい る。

5.2コ ー ス作成

ス タデ ィスキル ズ と同様 、先頭 に、シラバ スを参

照 して授 業 日的 を記 し、エ クセル で作成 した授 業計

画(日 程 と内容)を 添付 した。

この コース では新 たに企業研 究 な どの課題 をア

ップ ロー ドす ることを組 み込んだ。(図8参 照)

課題 は期 限 を設 定でき、提 出時の 日時 も図9に 示

す よ う表示 され、期 限に遅れ た場合 は赤 字表示 とな

るので学生の学習状況 も把握 す ることがで きる。

5.3コ ースの利 用

学生 に課題発表 の場 を提 供す る場 合 は学 内LAN

を通 して容 易 に提 出資料 を呼び 出 し実施 す こ とが

で きる。課題 の フィー ドバ ックは個々学生 にコメン

トを返す こ とが可能で あ り、教員は学生毎全ての課

題 の評価 を図10の よ うに一括 して表示す ること も

で きる。

ここでの学生の メ リッ トとしては、作成 ・提出 し

た資料が ス トックされ 後 日参照が可能 となる こと、

また必 要 に応 じて提 出資料 を呼び 出 し編 集す る こ

とで完 成度 を あげてい くとい った こ とが考 え られ

る。

6.Moodle利 用 の 利 点 と課 題

6.lMoodle利 用の利 点

冒頭 に記 した よ うに、Moodleを 利 用す ることに

は次の利点が ある。

(1)情 報 管理部 門のサーバーで コー スを作成す る

た め一元管理がで き、バ ックア ップサー ビス も享受

で きる。

(2)今 年 度作成 した コースは次年度 コース作成の

参考 とす る事がで きる。またFDの 一環 として同 じ

よ うな コー スを担 当す る教 員 を相 互 に閲覧で き る

よ う登録す るこ とに よ りコー ス資 料 の共 有が可 能

とな り、授業の改善効果が期待で きる。

(3)学 生は履 修 した コースに ログイ ンす ることに

よ り提 出資料 を管理す るこ とがで き、履修履歴 やポ

ー トフォー リオ作成の参考 になる。また、欠席時の

授業 内容把握や予習 ・復習 を効果的 に行 える。
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図ll.コ ン ピ ュー タ室一
図12.少 人数教 室

6.2Moodle利 用 の課題

6.2.lMoodle使 用法の教育

コンビ.ユー タ利 用が前提なので学生にMoodleの

使用法(ロ グイ ン、宿 題のア ップ ロー ドな ど)を 教

育す る必要があ る。本校 では入学 時に履 修登録 方法

な どを集 合教 育で実施 してい るので合 わせ て実施

す ることが望ま しい。

6.2.2利 用す る教室 について

学生の コンピュー タ利 用が必要な場 合、一般 的に

コンピュー タ室(図11参 照)を 利用 して授業 が行

われてい るよ うで あるが、この従来型教 室では学生

間距 離が遠 く個 別教 育 とな り集合 して いる意 味が

無 くなって しま う。

これ は現状ハ ー ドウェア の大 き さか らや む を得

ない状況 とい えるが、近年携 帯PCやiPadの よ うな

タブ レ ッ ト端末が実用化 され普及す るに至 り、学生

一人一 人 に小 型携帯端 末 を配 布す る こ とがで きれ

ば図12の よ うな少 人数教 室で も授 業が可能 とな る。

6.2.3Moodleに 関す る知識 不足

Moodleは 広 く使 われてお り、各種 ドキュメン ト

も揃 ってい るので、今回授 業に利用す ることがなん

とかで きた。しか し機能 も活用 方法 も未知 の部 分が

多い と感 じてお り、これ らを解 消 しよ り効果 的な活

用 を検討 してい くた めに、例 えばユーザ会の よ うな

ものを立 ち上 げ、活用事例や各種プ ラグイ ンの紹介

な どを互い に情報交換す るよ うな場 を、まずは四国

内で立 ち上 げを提案 したい。

なお、筆者が今 回 コース作成 に参考 に した資料 を

参考迄 に紹介す る。

● 「Moodle入 門」(海 文堂)

機能概要 が述べ られ てい る。

● 「Moodleを 使 って授業 す る!な るほ ど簡 単マ

ニュアル 」(海 文堂)

コース作成手順 が時系列的 に記述 され てい る。

● 「四国地 区大学教 職員 能力 開発ネ ッ トワー ク

(略称SPOD)」 の研修

紹 介程度 の研修 が2012年 度 は3件 ほ ど。

● 「日本 ムー ドル 協会HPhttp://moodlejapan.org/」

本 協会 主催MoodleMootは 年1度 開催 され各種

研 究 ・事例発 表や情報交換 な どが行われてい る。

2013年 は3月 に第5回 日本 ムー ドル ムー ト開催

され、参加者 は教育 関係 、一般 企業、 自治 体、

か らベ ンダー、習熟 レベル も筆者 の よ うな初心

者 か ら上級者 まで気楽 に参加 可能 で あっ た。

Moodle利 用 を検討 され てい る方 には参加 を推

奨す る。

6.2.4手 書 きについて

ゲー ム機 器や 携帯電話 が普 及 し、授 業 に もICT

機器の利用が年 々増加 し、手書 きの機 会が どん どん

少 な くな って きてい る。授 業において もパ ワーポイ

ン トが多 々利用 され板書が少 な くな ってい る。当初

か ら悪筆 の筆者 は便利 なツール と歓迎 し、文書推 敲

にはもって こい と利用 してい るが、手書 きの機 会が

あま りに少 なくなった こ とに驚いて いる。

昔 、レポー ト添削で真 っ赤に された経験 を多 くの

方がお持 ちで あろ うが 、現状機器 には こ うい う文化

を支援す る機 能 が充分 でない こ とか ら、最 近文書添

削が等閑 に されてい るよ うにも思われ る。

便利 だか らとい って機 械 に なんで もや らせ る と

い うので はなく、人間 と機 械のベス トマ ッチ ングを

慎重 に考 えてい かね ば と考 える とともに、ここ数 十

年 のキー ボー ド文 化が我 々の手や 脳 に どん な影響

を与 えるのか少 し恐 ろ しい よ うな気 が して いる。

7.Moodle利 用 の 展 開

7.1適 応 の拡 大

Moodleは 機能 が豊富 で未 だ筆者 は ごく一 端に触

れた に過 ぎない。また、オープ ン ソースで機 能拡張

やプ ラグイ ンが 口々開発 され てい るので、新たな活
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用法 ・適用範 囲が増 々拡大 している。ここでは以下

3つ の活用案 を示す。

(1)今 回、キャ リアプラン2で 積 極的活用 は試 み

なかったが、例えば就職活動 で必須 の 自己紹

介書 をエ クセルで ア ップmド してお けば、

編 集 も容易で、シー トを活用すれ ば会社 毎に

も対応が可能 とな る。

(2)当 校 が在 学期 間 中に 開講 してい るチ ャ レン

ジ ・ポイ ン ト(学 生 のチャ レンジ精神 の{

を 目的 とした科 目)で は、個 々のチ ャ レンジ

内容 をア ップmド す ることによ り、学生 も

教 員 もそ の経過 や結 果 を容易 に閲覧す る こ

とができ るとい うメ リッ トが ある。

(3)ネ ッ ト環 境 を整備 し、数学 な ど入 学前に実施

してい る リメデ ィアル教 育 に適用 す る と学

習 状 況や理 解度 を確 認す る ことが容易 にな

る。

7.2フ ァカルテ ィ ・デ ィベ ロ ップメン ト(FD)

大学教員 の教育能力を高め るためにFDが 叫ばれ

てい るが なかなか浸透 していない のが現状 で あろ

うと思われ る。自分 の授業 を見 られ るとい うのに抵

抗感 があ る教員 も多いだ ろ うし、学生の高評価 その

もの が真 に良い授業 とは思 えな いフ シもあ りなか

なか難 しい ところであ る。一例 としてシラバ スを と

って も必要充 分か まだま だ検 討 が必 要 ではない だ

ろ うか。 こ うい う状況 のなか 、Moodle活 用 は教員

自身 の授 業 向上 に役 立 ちかつ そ の授 業資料 を関係

教員相 互 に閲覧で き るよ うに してお くこ とで教員

相 互の授 業改善に期待で き、FD最 初 の一歩 にす る

ことがで きる。

立川明准教授、高知学園短期大学濱 田美晴助 教 と本

学PaulDaniels教 授 、 また ご理解 と支援 をいただい

た本校教務部の方 々に謝意 を表 します。
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8.今 後 の 展 望

当校 では2013年 度 よ り全教員 がMoodleを 活用 で

き るよ う計画 され てい るので今後詳 細 を詰 め てい

く必要があ ると感 じてい る。特 に教員対 象の コー ス

作成 方法研 修や学生対象の利用法研修 、端 末に依存

しない画面設計(HTML5な ど)や タブ レ ソ ト端 末

利 用た めの端末管理 サー ビス(MDM)の 検討 な ど

検討 課題 は多いが一歩一歩進 め る必要があ る。

また、よ り効果 的に活用す るために システム部門

とユ ーザ を含 めた情 報共有 の場づ く りや新 規 プ ラ

グイ ンの開発検討 な ども必要 となって くる。
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Abstract: Moodle is a Course Management System (CMS), also known as a Learning Management System (LMS). 
This System is used in many educational facilities, and used for English education in Kochi University of Technology. 
This article describes the contents about first annual education and career plan class which based Moodle, and tries to 
view future development.
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